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編　集　後　記

表紙解説

　この冬は例年より雪が多く、また、寒さも厳しいようです。オホーツクの流氷も平年に比べ約 1 ヶ月早く接岸
したとか。昨年の長く、とても暑かった夏が、懐かしく思い出されます。
　さて、旭川医科大学研究フォーラム第 13 巻をお届けします。本号では原著である投稿論文が２編、依頼論文
が１編、博士学位論文が 2 編、「独創性のある生命科学研究」報告が 28 編、依頼稿が２編、エッセイ、学界の動
向、学生のページ、本学教員執筆書籍紹介、旭川医科大学回顧資料など盛りだくさんの内容になっています。ご
一読下さい。なお、博士学位論文は本号から掲載することになりました。
　大変お忙しい中、ご執筆下さった皆様、並びに査読をご担当下さった先生方にお礼申し上げます。  　　　　

　　　　                                                                    　 （H.H）

　「それは、空気のような存在だ」という表現を時折、見聞きします。「普段あまり意識していないが、それがないと

生きていけない」という意味合いかと思います。現在の地球上における地表付近大気の主な成分は、比率が高い

順に、窒素：78.1%、酸素：20.95%、アルゴン：0.9%、二酸化炭素：0.04%、水蒸気：１～ 4% 程度、と言

われています。しかし、誕生直後の地球の大気は、水素、ヘリウムなどの軽い成分であったのが、やがて強い太陽

風によって数千万年の間に吹き飛ばされ、その後の火山活動により二酸化炭素とアンモニアが放出されたようです。

その時点では、酸素はなかったとされています。やがて、海洋と植物の出現によって、酸素が大量に放出されていき

ました。そこで、何が起こっていたか？　「光合成 photosynthesis」です。光合成色素（葉緑体）を持つ生物が

行う、光エネルギーを化学エネルギーに変換する生化学反応、即ち、光合成をする生物は、ここ数十億年にわたり、

光エネルギーを使って水と空気中の二酸化炭素から、炭水化物（糖類）を合成し、酸素を放散し続けていたのです。

現在、私たちが生存していられるのは、この「光合成」なしにはあり得なかったともいえます。

　しかし、人間はその旺盛な生命活動により、酸素を浪費し地球温暖化ガスである二酸化炭素を大量に産出し、現

在急激な気候変動に苦しめられており、また、地球上の生命体を紫外線から守ってきたオゾン層の破壊も起きていま

す。では、その多くなりすぎた二酸化炭素を原料にして何かできないだろうか。その視点からたどりついたのが、「人

工光合成 artificial photosynthesis」です。これによって、二酸化炭素を減らし、酸素・炭水化物を生産していく

ことができたならば、どんなに素晴らしいことでしょう。実は近年、日本でも官 (ノーベル賞受賞学者：根岸英一氏ら)・

民（トヨタ、パナソニック等）の最高レベルでの研究によって、世界的にも注目すべき成果を上げつつあるとの報に

接するとき、自分の血が沸き立ってくるのを感じます。

　そのような思いで、一片の葉っぱを見つめていると、主脈（旭川医科大学）から左右に広がっていく葉脈（講座

名群）が互いに深く連携しながら、二酸化炭素・水を元に太陽光を一杯に浴びて、炭水化物を蓄積し酸素を放出し

ていく姿は、未来を予感させる「熱い炎」が立ちのぼっているようにも見えてくるのでした。

整形外科学講座　　今井　　充　




